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ほろかない広

　報

◆◆ 朱鞠内湖から見るネオワイズ彗星

　朱鞠内湖上空に広がる星空
に、明るく、長く、美しい尾
をなびかせたネオワイズ彗星
が観測されました。
（写真：小野田倫久さん）

　朱鞠内湖上空に広がる星空
に、明るく、長く、美しい尾
をなびかせたネオワイズ彗星
が観測されました。
（写真：小野田倫久さん）
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　幌加内老人クラブ（会長：小林四郎）がこのほど、町高齢者コミュニティセンターの裏手花壇を整備し、幌加
内高等学校から提供のあったマリーゴールドやサルビアなどおよそ1,000株の色とりどりの花を植えました。
　現在、会員数は61名。小林会長は、「今の時代、心のつながりを大切にしないといけない」と話し、会員に呼
びかけ、6月25日に集まった会員34名で花植えを実施。その後、7月19日に会員28名で草取りを実施しました。

　ＪＡボランティア花菜（会長：井上信子　会員：13名）
が役場前の花壇に花を植えていただきました。
　肥料をまき、天地を返し、土壌を耕す作業から、ベコ
ニアやマリーゴールドなどの色とりどりの花の苗を、色
や形・成長具合など、花の特徴をとらえながら花壇をデ
ザインしていただきました。
　役場正面にある２箇所の花壇がとても色鮮やかな
花々に彩られていますので、近くを通行する際はぜひ
ご覧ください。

　７月３０日（木）、町民研修センター２階 大講堂にお
いて、令和２年度災害対策懇談会が実施され、各自治
区長ほか町内会長など２３名の出席がありました。
　懇談会では、旭川気象台長より、「災害に逃げ遅れな
いためには」と題し、避難をすべき基準として、「防災ス
イッチ」を念頭に、避難するルール作り（スイッチ）を決
めておくことで、生き残る確率を高めることができるな
ど講演がありました。また、滝川河川事務所から「最近
の水防災に関する話題」、雨竜ダム調査事業所からは
現在の進捗状況の説明がありました。

ＪＡボランティア花菜
花壇に花を植えていただきました

令和２年度
災害対策懇談会を実施

令和２年度　幌加内老人クラブ奉仕活動

～ 花の種類 ～
マリーゴールド（黄色）、マリーゴールド（オレンジ）、サルビア（赤）、ペチュニア（白）、ペチュニア（赤）、
インパチェンス（白）、インパチェンス（赤）
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　７月16日（木）、観光シーズを迎えたこの時期に添牛
内地区で旗の波運動が行われました。
　霧立峠のある添牛内地区では、昨年の４月～７月に
立て続けに３件の事故が相次ぎ、１名が死亡、２名が
重体、４名が重症を負いました。
　交通事故に“あわない”“おこさない”“おこさせない”
を合言葉に、添牛内自治区の住民や関係者ら20名が
通行車両に対し、スピードダウンやゆとりを持った運
転、シートベルト着用と書かれた旗を振り、安全運転を
啓発しました。

添牛内地区で旗の波運動を実施

　政和アートFes実行委員会（委員長：吉成祥
子）が、北空知信用金庫が地域に根差した活動
を応援する「きたしん『ふるさと振興基金』」
のふるさと活性化部門において、ふるさと活性
化奨励賞を受賞しました。表彰式で、廣上理事
長は「今年も地域活性化の取り組みを続ける皆
さまの活躍に期待します」と表彰状と助成金を
手渡しました。
　また今年も、平成19年に閉校した“政和小
学校”を舞台に、今年で第９回目を迎えた政和
アートFes2020が開催されました。
　新型コロナウイルス感染症対策のため、8月
1日から16日までと、例年よりも期間や時間を
縮小し開催されましたが、来場者数は延べ700
人にのぼり、訪れたお客さんは、実際に購入で
きる作品に手を伸ばしたり、体育館へ通じる廊
下に掲げられたメッセージボードに応援メッ
セージを記入するなど賑わいを見せました。

きたしん活性化奨励賞
＆第９回政和アートFes

2020
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固定資産税第２期・国民健康保険税
第２期の納期限は９月３０日です。
　「納税通知書」がお手元にある方で、口座振替を
ご利用でない方は、納税通知書をお持ちの上、納期
限までに納付をお願いします。
　また、口座振替をご利用の方は、口座残高の確認
をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
納 付 場 所　北空知信用金庫本支店
　　　　　　　きたそらち農業協同組合幌加内支所
　　　　　　　役場出納窓口、役場朱鞠内支所
お問い合わせ　役場住民課税務係
　　　　　　　℡：0165-35-2124

　新型コロナウイルス感染症の影響により道税の納
税や申告等が困難な場合は、申請により納税の猶予
や申告期限等の延長が認められる場合があります。
　詳しくは、道税ホームページをご覧いただくか、お
電話でお問い合わせください。

■お問い合わせ
　上川総合振興局納税課（TEL：0166-46-5100）

道税についてのお知らせ
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６月　2 日　熊川　　勝　様（東京都）
６月 10 日　柴田　稔人　様（北海道）
６月 14 日　相澤なつみ　様（東京都）
６月 27 日　天井　洋平　様（北海道）
６月 27 日　彦坂　壮洋　様（愛知県）
６月 29 日　小川　憂馬　様（埼玉県）

　ご厚志に感謝します
　◆ふるさと納税◆　～ ６月分の寄付申出状況 ～
　６月分の申出状況は《188 件》ありました。たく
さんの応援メッセージが幌加内町の力になり励みに
なります。

※広報掲載希望者のみ掲載させていただいております。

令和２年４月～６月までの寄付申し込み件数は
《５３３件》です。

9999 September イベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダー

全館禁煙Free Wi-Fi 電源Free

ルオント スタンプDay（スタンプ５倍）・・・入浴者全員対象（月末）実施
レディース スタンプDay（スタンプ２倍）・・・女性全員
ファミリー スタンプDay（スタンプ２倍）・・・家族全員対象
誰でも スタンプDay（スタンプ２倍）・・・入浴者全員対象

＊他スタンプDay及び割引、サービスとの併用不可

足湯（無料）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5
平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

誰でもスタンプ
 Day（２倍）

レディーススタンプ
Day（２倍）

6 7 8 9 10 11 12
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

ファミリースタンプ 
Day（２倍）

誰でもスタンプ
 Day（２倍）

レディーススタンプ
Day（２倍）

13 14 15 16 17 18 19
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

ファミリースタンプ 
Day（２倍）

誰でもスタンプ
 Day（２倍）

レディーススタンプ
Day（２倍）

20 21（敬老の日） 22（秋分の日） 23 24 25 26
十割そばフェア 十割そばフェア 十割そばフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

ファミリースタンプ 
Day（２倍）

誰でもスタンプ
 Day（２倍）

レディーススタンプ
Day（２倍）

27 28 29 30
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

休館日ファミリースタンプ 
Day（２倍）

ルオントスタンプ 
Day（５倍）

【平日限定ランチ 11:30 ～ 14:00 】1 日 20 食限定
蕎麦の実キーマカレー ～幌高畑の恵み～

（幌加内高校生が育てた野菜を使用した道の駅オリジナルキーマカレー！）



　任期満了に伴い、新しい農業委員が選
任されました。
　７月 20 日に開催された初の定例会で
は、地区担当が決定し、会長に鈴木努さん、
副会長に笠井正展さんが選出されました。

鈴木　努
（下幌加内）

新しい農業委員会委員が
選任されました。会　長

笠井　正展
（政　和）

稲見　浩一
（新成生・弥運内）

横窪　敏明
（北星・大曲・共栄）

音成　広樹
（平和・幌加内）

岩本　靖幸
（清月・長留内）

古屋　伸幸
（上幌加内・雨煙別）

中河　聖弘
（親和・雨煙内）

古林　一文
（東栄・振興）

中西　博
（新富・添牛内）

髙山　勝行
（朱鞠内・母子里）

大野　勝敏
（沼　牛）

農業委員会の仕事とは…。
○農地の権利移動関係
　・農地の売買、貸借の許可や届出
　・農用地利用集積計画の決定
　・農地の賃貸借の解約の許可や届出
○農地転用関係
　・農地転用の知事許可関係業務
　・農地転用の届出関係業務
○遊休農地に対する指導
　・遊休農地の所有者に対する指導
　・農地利用関係のあっせん
　・農地パトロール　など

任期
令和２年７月 20 日～令和５年７月 19 日

（再任） 副会長（再任）
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令和２年度　幌加内町建設工事等入札結果
（単位：円、％）

入札
年月日 № 入札

方式 工事等の名称 指名業者等
（※印は落札・請負業者） 予 定 価 格 契 約 金 額 落札率

R2.
7.17

第
37
号

指
名

幌加内町民間賃貸住宅外5基合併
処理浄化槽設置工事 ※

フジヤ住設工業株式会社
北垣建設工業株式会社
有限会社アイテック幌加内
吉野清掃商事有限会社

20,196,000 19,745,000 97.76

R2.
7.31

第
38
号

指
名 西七条線側溝改修工事 ※

三津橋建設株式会社
新共開発株式会社
幌加内土建株式会社
Ｓ.Ｓ工業株式会社

7,117,000 6,985,000 98.14

R2.
7.31

第
39
号

指
名 北六号橋外２橋補修工事

※ 三津橋建設課株式会社　
新共開発株式会社
幌加内土建株式会社

34,606,000 34,100,000 98.53

R2.
7.31

第
40
号

指
名 大型スノーポール移設工事

※

三津橋建設株式会社
新共開発株式会社
幌加内土建株式会社
Ｓ.Ｓ工業株式会社

2,351,800 2,343,000 99.62

新規採用町職員
（令和２年7月1日採用）

新規地域おこし協力隊
（令和２年７月15日採用）

質問事項　①出身地　②抱負

①小樽市
②早く仕事を覚え、住民の皆さん

の役に立てるよう、精一杯頑張
ります。

士別地方消防事務組合消防署　幌加内支署

①埼玉県
②日々の仕事にしっかり取組み、

観光業のより良い未来のために
貢献できるよう頑張ります。

町観光協会付け

堂
どうまえ

前　良
よ し き

樹

質問事項　①出身地　②抱負

藤
ふ じ の

野　宏
ひ ろ き

紀

9月19日（土）
ごみ収集 通常通り（収集未実施）
一般受入 通常通り（受入可）

9月20日（日）
ごみ収集 通常通り（収集未実施）
一般受入 通常通り（受入可）

9月21日～9月22日
（月・火）

ごみ収集 祝日のため収集未実施
※木曜日にA・B地区の収集実施

一般受入 祝日のため受入不可

9月23日（水）
ごみ収集 通常通り（C地区収集実施）
一般受入 通常通り（受入不可）

9月24日（木）
ごみ収集 A・B地区の収集実施
一般受入 通常通り（受入可）

シルバーウィークの収集作業及び
一般受入れのお知らせ

シルバーウィークの収集作業及び
一般受入れのお知らせ
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　町では「廃棄物の処理及び清掃に関する条例」の条例変更に伴い、下記の通り、各種料金を令
和２年10月１日より改定いたしますのでお知らせします。

令和２年10月１日からごみ処理手数料等を改定します

【ごみ袋料金】
項目 ※ 10枚入／組 新料金 旧料金
燃やせるごみ袋（45 リットル袋） 600 円 460 円
燃やせるごみ袋（70 リットル袋） 890 円 720 円
燃やせないごみ袋（15 リットル袋） 220 円 155 円
燃やせないごみ袋（30 リットル袋） 410 円 310 円
資源ごみ指定袋（70 リットル袋） 270 円 180 円
生ごみ袋（10 リットル袋） 410 円 325 円

【粗大ごみ処理券】
項目 新料金 旧料金
ごみ処理券（集積所・持ち込み） 210 円 200 円
ごみ処理券（自宅引き取り） 320 円 300 円

【汲取り料金】
項目 新料金 旧料金
し尿処理手数料（20 リットル） 170 円 160 円
浄化槽汚泥汲取り手数料（20 リットル） 170 円 160 円

【廃家電製品運搬手数料】
項目 新料金 旧料金
テレビ（２０型未満） 560 円 480 円
テレビ（２０型～２５型以下） 1,120 円 960 円
テレビ（２６型以上） 1,400 円 1,200 円
冷蔵庫（１００リットル未満） 560 円 480 円
冷蔵庫（１００リットル～２４９リットル以下） 1,120 円 960 円
冷蔵庫（２５０リットル以上） 1,960 円 1,680 円
洗濯機 1,120 円 960 円
エアコン（室内用） 560 円 480 円
エアコン（室外用） 840 円 720 円

留意点
① ９月末までに購入されたごみ袋は、10月１日以降も引き続き使用できます。
② ９月末までに購入された粗大ごみ処理券は、令和3年3月31日の期間に限り使用できます。

< お問合せ >　住民課（ＴＥＬ：0165-35-2124）
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士別警察署かわら版
秋の全国交通安全運動の実施　～反射材　自分をアピール　防ぐ事故～

１　｢秋の全国交通安全運動｣ が実施され
ます！

　○　９月21日(月) ～９月30日(水)
　○　運動重点

１　子供と高齢者の安全な通行の確保
２　高齢運転者の交通事故防止
３　夕暮れ時と夜間の歩行者・自転車乗

車中の交通事故防止
４　全ての座席のシートベルトとチャイル

ドシートの正しい着用の徹底
５　飲酒運転の根絶

２　交通事故防止のポイント
　○ドライバーの皆さんへ
　　夕方から夜間にかけて、歩行者や自転車の見落としや発見

遅れによる交通事故を防ぐために、対向車や前方に車がい
ない時は、ライトをハイビームに切り替えましょう。特に、右
から横断してくる歩行者に注意をしましょう。運転する前に、
同乗者全員がシートベルトとチャイルドシートを
正しく着用しているか確認しましょう。

　○歩行者の皆さんへ
　　横断前に左右をよく確認しましょう。外出する時は、明る

い服装や反射材を身に付けましょう。
問い合わせは士別警察署まで
士別警察署　㈹23－0110

北海道立北の森づくり専門学院 出願受付のお知らせ
　令和２年４月に旭川市に開校した「北海道立北の森づくり専門学院（略称：北森カレッジ）」は、林業・木
材産業の幅広い知識と確かな技術を２年間で身に付けられる専門学校で、北海道の森林づくりへの意欲に
溢れた方を募集しています。
　また、当学院は、「学院説明会」及び「オープンキャンパス」を開催しますので、興味がある方は、是非お
申し込みください。※詳細は下記QRコードご参照ください。

出願
資格

道内の林業・木材産業関係企業等への就職を希望し、高等学校
卒業又は同等以上の学力を有し、入学時に４０歳以下の方

出願
受付

【推薦入試】令和２年 10 月 １日 ( 木 ) ～ 15 日 ( 木 )  
【一般入試】令和２年 10 月 12 日 ( 月 ) ～ 29 日 ( 木 )　

試験
日程
等

【推薦入試】 令和２年 10 月 26 日（月 )
　試験会場：旭川・札幌・帯広・東京
　試験方法：面接

【一般入試】 令和２年 11 月 16 月 ( 月 )
　試験会場：旭川・札幌・帯広・東京・福岡
　試験方法：小論文・面接

北森カレッジ
第1期生

道HP

　幌加内町ではジェイ・アール北海道バス深名線を
応援するため、５００円で１，１００円運賃相当の深
名線用回数券を販売しています。

対 象 者：幌加内町民、幌加内高校生
取扱窓口：幌加内町役場出納室、朱鞠内支所
販売期間：令和２年８月１日～令和３年２月２８日

■お問い合わせ
　幌加内町役場　地域振興室
　（TEL：0165-35-2121）

ジェイ・アール北海道バス深名線
プレミアム回数券のお知らせ開催日：９月１２日（土）

時　間：午前の部　10時00分～12時00分
　　　　午後の部　13時00分～15時00分
会　場：旭川運転免許試験場
　　　（旭川市近文町17丁目2699-5）

■お問い合わせ
　旭川電気軌道（株）運輸部
　TEL：0166-34-6431（平日8時30分～17時30分）
■お申込み
　こちらのQRコードを読み取ってお申込
み下さい。

路線バス運転体験合同就職相談会
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　10月１日（木）から10月７日（水）までは公証週間です。
　公証人は、公証役場において遺言や大切な契約などの公正証書の作成、会社を設立する際の定款の認証
などを行っています。
　公証人は、法務大臣によって任命される公務員です。
「遺言は公正証書で！」
　公正証書遺言は、自筆遺言証書のように裁判所での検認は必要ありませんし、
原本は公証役場で保存していますので、偽造・変造や紛失の心配もありません。
　また、公証人が自宅や病院へ出向いて遺言書を作成することもできます。
　公証制度の詳細については、公証役場又は法務局にお問い合わせください。
・旭川公証人合同役場（℡：0166-23-0098）旭川市６条通８丁目37番地22　68ビル５階
・名 寄 公 証 役 場（℡：01654-3-3131）名寄市西１条南９丁目35番地
・旭 川 地 方 法 務 局（℡：0166-38-1144）旭川市宮前１条３丁目３番15号
　日本公証人連合会のホームページにおいても、公証制度を紹介していますので、ご利用ください。

公証週間のお知らせ

①苦情申立の窓口は、道庁の『道政相談センター』
か各総合振興局の総務課。
②苦情申立書の付いたリーフレットを用意しています。
③ホームページからでも申立書をダウンロードできます。
　→道トップページの「総合案内」の道政相談等窓口
　→「2　苦情審査委員の窓口」の道政に関する苦

情申立ては、北海道苦情審査員へ
　→4　苦情申立てについて（申立書はこちら）
④申立て方法は、「苦情申立書」に必要な事項を記
入し、提出してください。また、郵送、ファック
ス、メールでも申立てができます。

⑤お問い合わせ
・北海道総合政策部知事室道政相談センター
　〒060－8588　札幌市中央区北3条西6丁目
　ＴＥＬ　０１１－２０４－５５２３（直通）
　ＦＡＸ　０１１－２４１－８１８１
　メール　kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp

・上川総合振興局総務課
　〒079-8610　旭川市永山6条19丁目
　ＴＥＬ　０１６６－４６－５９００
　ＦＡＸ　０１６６－４６－５２０１

知っていますか？ 道の「苦情審査委員制度」
○道が行った業務や制度の内容を審査する制度が、「北海道苦情審査委員」制度です。
○皆さん自身の利害に係わる苦情であれば、「苦情審査委員」に申立てができます。
○皆さんに代わって、「苦情審査委員」が公正で中立的な立場から、道の関係機関に対し、必要な調査等を
行います。
○審査の結果、道の業務に不備な点や制度に問題があるときは、道の機関に是正や改善を求めます。
○もちろん、個人情報の保護にも十分配慮します。

令和２年度自衛官候補生等募集令和２年度自衛官候補生等募集令和２年度自衛官候補生等募集
●自衛官候補生

応募資格：日本国籍を有し、令和３年４月１日現在18歳以上33歳
未満の男女

受付期間：試験日により異なりますので、お問い合わせください
試験期日：10月18日（日）・19日（月）のいずれか１日
試験会場：受付時にお知らせします。

※コロナの状況により、延期となる場合があります。

●お問い合わせ
　自衛隊旭川地方協力本部　南地区隊（℡：0166-55-0100）まで
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亡くなったときの手続き
◎未支給年金
　年金を受けている方が亡くなったときにまだ受け取っていない年
金や、亡くなった日より後に振込みされた年金のうち、亡くなった
月分までの年金については、未支給年金としてその方と生計を同じ
くしていた遺族が受け取ることができます。

　受け取れる遺族は、年金を受けていた方が亡くなった当時、その方と生計を同じく
していた、

（１）配偶者　（２）子　（３）父母　（４）孫（５）祖父母　
（６）兄弟姉妹　（７）その他（１）～（６）以外の３親等内の親族　です。
　未支給年金を受け取れる順位もこのとおりです。

◎遺族基礎年金
　国民年金加入中の方が亡くなられたときで、そ
の方によって生計維持されていた「18 歳到達年
度の末日までにある子（障害の状態にある場合は
20 歳未満）のいる配偶者」または「子」が受け
ることができます。

◎遺族厚生年金
　厚生年金保険の被保険者中または被保険者であった方が亡くなられたときで、その
方によって生計維持されていた遺族が受けることができます。

◎寡婦年金
　死亡日の前日において国民年金の第１号被保険者として保険料を納めた期間（免除
期間を含む）が 10 年以上ある夫が亡くなったときに、10 年以上継続して婚姻関係
にあり、生計を維持されていた妻が受けることができます。

◎死亡一時金
　死亡日の前日において国民年金の第１号被保険者として保険料を納めた月数が 36
月以上ある方が、老齢基礎年金・障害基礎年金を受けることなく亡くなったときは、
その方と生計を同じくしていた遺族（１配偶者２子３父母４孫５祖父母６兄弟姉妹の
中で優先順位が高い方）が受けることができます。
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～Best Shot!～

記事・写真提供：北海道幌加内高等学校 お問い合わせ：０１６５－３５－２４０５ 教頭まで

Best Shot!～今月の写真

　幌加内にも本格的な夏が
訪れ、気温が高くなる日

も多くなっていますが、そん
な暑さにも負けず生徒

たちは外で農業実習の授業
を頑張っています。

　写真は校舎前の円形花壇
にお花を定植している

ところです。６月には国道前
花壇にパンジーを定植し

ましたが、今月は円形花壇に
もお花がプラスされた

ことで、校舎がより華やかに
なりました。

７月18日  幌高商店会 夏の市

　今年度はじめての商店会が開催され

ました。昨年とは運営方法が異なり、規

模も縮小して町民・保護者限定で行われ

ましたが、今回も多くのお客様にお越し頂

きました。次回の開催は10月17日を予定

しています。次回もよろしくお願いします！

７月２０日～7月２２日  宿泊研修(1学年)　朱鞠内ふれあいの家まどかにて宿泊研修を行いました。　野外炊飯や源流体験のほか、私たちが住む幌加内町について学びました。クラスの絆を深めることができた3日間でした。

７月30日　校内技術競技大会
　日々の授業で学んだ成果を農業鑑定・情報処理・目測競技の３競技で競いあう技術競技大会が行われました。　自分の力を発揮しながら、レベルを確認するとともに、今後も更なるスキルアップを目指します！

７月２７日　渓雪寮焼肉パーティー

　寮生をはじめ町内生、教職員を

交えて焼肉パーティーを行いまし

た。お肉や学校で栽培した野菜を

焼きながら、楽しく親睦を深め、有

意義な時間を過ごしました。

８月のできごと ９月の予定

１０日　道北地区生活体験発表

１２日　中学生一日体験入学

１９日　幌高祭

２４日　職場体験実習(２年生　～３０日)

１９日　夏季休業明け集会・頭髪服装検査

２０日　基礎力診断テスト② 

　　　　あさひかわ合同企業説明会(３学年就職希望者)

　

This MonthLast Month
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※当初の予定と変更になる可能性があります。IPをご確認ください。

●乳幼児・児童に関する行事
子育て教室 15日（木） IP をご確認ください 10：00～11：30
ママと赤ちゃんの
お食事教室 23日（金） 保健福祉総合センター 10：00～11：30

乳幼児予防接種

６日（火）

町立幌加内診療所 15：00～16：30
13日（火）
20日（火）
27日（火）

●成人・老人に関する行事

老人健康相談

１日（木） 幌加内老人クラブ ９：00～10：00
７日（水） 母子里老人クラブ 10：00～11：00
14日（水） 政和老人クラブ 10：00～11：00
14日（水） 添牛内老人クラブ 10：00～11：00
28日（水） 朱鞠内老人クラブ 10：00～11：00

送迎バス健診 ８日（木） 旭川がん検診センター 案内文をご確認ください

10

第246回
「運動をして、快適な生活を送りましょう」 【日　時】9月23日から11月25日までの毎週水曜日

18:00 ～ 20:00　全10回コース
【対象者】・特定健診を受診した方や町内に居住する成人の方

・普段運動する習慣がないため、手軽にできる運動方法を
学んだり、運動の習慣を作りたいと思っている方

【場　所】保健福祉総合センターアルク
【お問い合わせ】保健福祉総合センターアルク（TEL：35-3090）

健　康
コラム
2020 自粛生活中にも運動を取り入れましょう！

　新型コロナウイルス感染症予防のための外出自粛の要請が長期化したこ
とにより、運動不足になった方も多いのではないでしょうか。
　日中家でじっとしていると、同じ姿勢を取り続けることにより筋肉が緊
張して固くなったり、血液の循環が悪くなったりして疲労がたまります。こ
のようなときには疲れたから休むのではなく、あえて体を動かすことが疲
労回復に有効です。これはアクティブレスト（積極的休養）と言われる休養法で、適度に運動することによって血
液の循環を促し、効果的に疲労を回復させます。
　有酸素運動とストレッチを組み合わせることが効果的なので、職場やお友達の家までの距離を歩いたり、仕事や
テレビの合間に伸びやストレッチをするのはどうでしょうか。
　自粛生活中に疲れを溜め込まないためにも、運動を取り入れましょう！

フィットネス・アルク

有酸素運動
ウォーキング、ジョギング、

サイクリングなど

ストレッチ
首、肩、腰などの

ストレッチ
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◆　◆　◆　◆　◆　生涯学習カレンダー　◆　◆　◆　◆　◆

９月
29日㊋ 生涯学習講座「ステンドグラス教室」 アトリエ 18：30～
30日㊌ 生涯学習講座「ステンドグラス教室」 アトリエ 18：30～

10 月 16日㊎ 生涯学習フェスティバル児童生徒作品展示会（～ 11 ／３まで） アトリウム
23日㊎ 生涯学習フェスティバル一般作品展示会（～ 11 ／３午前まで） アトリウム

11 月 ２日㊊ 生涯学習フェスティバル華道展示会（～ 11 ／３午前まで） アトリウム

■第 30 回生涯学習フェスティバル
　のご案内

　今年度の「生涯学習フェスティバル」につきましては、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、下記の通り企画
を一部中止とさせていただいた上で開催いたします。

【期　間】令和2年10月16日(金) ～ 11月3日(火・祝)
【場　所】生涯学習センター
【日　程】  
　10月16日(金) 児童生徒作品展示会（～11月3日まで）
　10月23日(金) 一般作品展示会（～11月3日午前まで）
　11月  2日(月) 華道展示会（～11月3日午前まで）

【中止企画】児童生徒芸能発表会、ピアノ発表会、お茶席、
一般芸能発表会

なお、下記の部門について参加者を募集いたします。

◇一般作品展示
【内　容】陶芸、手芸、工芸、文芸、書道、絵画、写真等
【お申込み】10月15日（木）までに社会教育係へ作品

に「氏名・題名」を添えてお申込み下さい。

2020.915

◇今月の新しい本
・そこに無い家に呼ばれる

三津田信三／著（中央公論新社）
　もし何かが「一つずつ減っている」
または「増えている」と感じたら、
この読書を中止してください。 
　今回、編集者・三間坂の家の蔵か
ら発見されたのは、厳重に封印が施された三つの記
録。それらはすべて「家そのものが幽霊」だという奇
妙な内容で…。 
　三津田信三の最凶「幽霊屋敷」怪談、最新作！

・ブラックウェルに憧れて
南杏子／著（光文社）

・東野圭吾公式ガイド 作家生活 35 周年 ver.
東野圭吾作家生活 35 周年実行委員会／編（講談社）

・ポケットモンスターガラル図鑑
（小学館）

■生涯学習講座
　　「ステンドグラス教室」

【日　時】令和２年９月29日（火）、30日（水）
　　　　　18:30～20:30

【場　所】生涯学習センター「アトリエ」
【定　員】20名（親子での参加可）
【参加料】700円　※２作品目以降は自己負担となります
【講　師】吉成　洋子  氏（字政和第三）
【内　容】色とりどりのガラスを組み合わせて、世界に

一つだけのステンドグラスを作ろう！
【持ち物】軍手、古タオル
【お申込み】9月23日（水）までに教育委員会社会教育係

へお申込み下さい。

参加募集

・君に読ませたいミステリがあるんだ
東川篤哉／著（実業之日本社）

　「推理」を愛するすべての人へ。
　ミステリを書き、読むことの面白さ
が“過剰 " に詰まったユーモアミステ
リの超快作、誕生 !!
　舞台は『放課後はミステリーとともに』
の鯉ケ窪学園。高校に入学したばかりの僕は「第二文
芸部」の部室に迷いこんでしまう。学園一の美少女 ( 自
称 ) である部長・水崎アンナは、自作のミステリ短編
集を強引に僕に読ませるのだが…。

・KILLTASK
行成薫／著（KADOKAWA）

　殺し屋（エージェント）見習いとし
て生きることになった主人公。平凡な
人生を送っていた彼は、自身の家族を
皆殺しにした容疑を掛けられ、逃亡し
ていたところを二人のエージェント

「天使」と「悪魔」に拾われたのだ。
　何者かにはめられ、罪を背負わされた彼は、裏社会
で生きていく中である事実を知ることとなり…。
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出
の
自
粛
要
請
、
あ
る
い
は

学
校
の
休
業
措
置
な
ど
に
よ
り
、
町

民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
と
ご
苦

労
を
お
か
け
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
加
え
て
、
商
工
観
光
業
者
の
皆

様
に
も
休
業
要
請
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
幸
い
に
も
本
町
で
は
感
染

症
の
発
症
は
な
く
、
ひ
と
え
に
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
更
に

は
ご
苦
労
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
改

め
て
お
礼
と
感
謝
を
表
す
る
次
第
で

あ
る
。

　

第
１
に
は
感
染
症
の
防
止
と
共

に
、
収
束
に
目
途
が
つ
く
ま
で
の

「
緊
急
支
援
」。

　
第
２
は
収
束
後
の
需
要
喚
起
の
推

進
を
図
る
「
回
復
支
援
」
と
し
、
町

民
の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
に
努
め

な
が
ら
、
町
内
の
商
工
観
光
及
び
介

護
・
福
祉
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
事
業
者
を
支
援
し
て
い
く
。

　
５
月
１
日
に
予
算
可
決
さ
れ
た
以

降
、
５
月
15
日
現
在
ま
で
の
支
援
と

し
て
、
次
亜
塩
素
酸
水
配
布
２
６
８

世
帯
、
特
別
定
額
給
付
金
申
請
３
０

０
件
、
持
続
化
給
付
金
申
請
0
件
、

休
業
協
力
店
申
請
11
件
・
支
給
11

件
、
中
小
企
業
保
証
融
資
申
請
1
件

で
あ
る
。
こ
れ
ら
制
度
を
有
効
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
先
週
末
、
国
で
は
緊
急
事
態
宣
言

を
16
日
よ
り
一
部
解
除
し
た
。
ま

た
、
北
海
道
に
お
い
て
も
石
狩
管
内

以
外
の
一
定
規
模
以
下
の
公
共
施
設

や
飲
食
店
に
お
け
る
休
業
要
請
を
解

除
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
を
受
け
本

町
で
も
14
日
に
対
策
本
部
を
開
催

し
、
自
粛
緩
和
措
置
を
５
月
18
日
か

ら
一
部
解
除
と
し
た
。
聞
き
取
り
調

査
で
、
町
内
飲
食
業
・
宿
泊
業
で
も

日
に
ち
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
今

月
中
に
営
業
を
再
開
す
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
感
染
症
防
止
と
経
済
活
動
を

両
立
す
る
、
あ
る
い
は
全
て
コ
ロ
ナ

以
前
の
姿
に
戻
る
に
は
相
当
の
時
間

を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
国
や
北

海
道
に
お
い
て
「
新
し
い
生
活
様

式
」
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る

も
の
と
宣
言
さ
れ
た
。

　
本
町
が
地
方
創
生
の
柱
と
し
て
い

る
「
そ
ば
産
業
」
と
「
観
光
産
業
」

に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
き
て
い
る

と
と
も
に
、
１
次
産
業
に
も
影
響
が

及
ぶ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
要
素
も
踏
ま
え
、
今
後
も
必
要
な

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

〇
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
」
に
つ
い
て

　
学
校
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
去
る

５
月
４
日
に
北
海
道
教
育
委
員
会
よ

り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣

言
の
期
間
が
５
月
31
日
ま
で
延
長
さ

れ
た
事
を
受
け
、
学
校
の
臨
時
休
業

に
つ
い
て
も
５
月
31
日
ま
で
延
長
す

る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
の
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に
向
け
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
、
要
請
ど
お
り
小
中
学
校
及
び
高

等
学
校
を
５
月
31
日
ま
で
臨
時
休
業

を
延
長
す
る
決
定
を
し
た
。
そ
の

後
、
５
月
７
日
に
開
催
し
た
臨
時
校

長
会
に
て
臨
時
休
業
中
の
分
散
登
校

に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
を
協
議
し

た
結
果
、
休
業
期
間
の
長
期
化
に
伴

い
、
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
児
童
生

徒
の
心
身
の
ケ
ア
と
６
月
１
日
か
ら

５
月
18
日
に
開
催
、
議
案
５
件
が
提
出
さ
れ
原
案
の
と
お
り
決
定

し
た
。

令
和
２
年　
第
３
回
臨
時
会（
５
月
18
日
）

町 

長 

行 

政 

報 

告

町
長・教
育
長
の
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

教
育
長
行
政
報
告

次亜塩素酸水配布

新しい生活様式
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補

正

予

算

貸
　

付

契
約
の
締
結

の
学
校
再
開
に
向
け
た
準
備
の
た

め
、
感
染
予
防
の
徹
底
を
図
っ
た
上

で
分
散
登
校
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
ほ
か
、
幌
加
内
高
等
学
校
に
お
い

て
は
町
外
に
居
る
生
徒
の
移
動
リ
ス

ク
を
鑑
み
、
分
散
登
校
日
を
設
け
な

い
こ
と
と
決
定
し
た
。

　

小
中
学
校
の
分
散
登
校
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
午
前
中
ま

で
授
業
を
行
い
給
食
後
に
下
校
す
る

形
の
登
校
を
５
月
19
日
、
22
日
、
26

日
、
28
日
、
29
日
の
合
計
５
日
間
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
計
画
し
た
。
今

後
、
状
況
変
化
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
変
更
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
も

想
定
し
て
い
る
。

　
次
に
社
会
教
育
施
設
の
臨
時
休
館

に
つ
い
て
、
緊
急
事
態
宣
言
の
延
長

に
伴
う
休
業
要
請
の
延
長
要
請
を
踏

ま
え
、
教
育
委
員
会
が
管
理
す
る
社

会
教
育
施
設
に
つ
い
て
も
５
月
31
日

ま
で
臨
時
休
館
の
延
長
と
し
た
が
、

５
月
14
日
に
知
事
よ
り
休
業
要
請
の

緩
和
方
針
が
示
さ
れ
た
た
め
検
討
の

結
果
、
５
月
18
日
よ
り
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
と
山
村
広
場
を
除
く
、
各
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
各
公

民
館
・
各
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
を
開

館
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
利
便
性
な
ど
を
考
慮
し

５
月
10
日
、
11
日
の
午
後
に
、
図
書

の
貸
出
・
返
却
に
限
定
し
て
一
時
開

館
と
し
た
。
今
後
は
、
図
書
の
返
還

期
限
と
な
る
５
月
24
日
、
25
日
に
も

同
様
に
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結

◎
幌
加
内
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
埋
立
地
造
成
工
事
に
よ
る
契
約

　
契
約
金
→
１
億
８
１
５
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方
→
新
共
開
発
株
式

会
社

　
工
期
→
令
和
３
年
12
月
17
日
ま
で

〇
町
有
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

・
貸
付
財
産

幌
加
内
町
字
朱
鞠
内
６
４
１
４
番

3
の
一
部

土
地
（
宅
地
）

７
２
４
・
80
平
方
メ
ー
ト
ル

幌
加
内
町
字
朱
鞠
内
６
４
１
４
番

44
の
一
部

土
地
（
宅
地
）

３
３
１
・
20
平
方
メ
ー
ト
ル

幌
加
内
町
字
幌
加
内
４
３
６
０
番

地
1
の
一
部

土
地
（
宅
地
）

８
６
０
・
00
平
方
メ
ー
ト
ル

・
貸
付
の
相
手
方

　
株
式
会
社　
ひ
の
き

・
貸
付
目
的

　
幌
加
内
町
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
事

業
に
よ
る
賃
貸
住
宅
用
地

・
貸
付
期
間

　
令
和
２
年
６
月
１
日
か
ら
令
和
32

年
５
月
31
日

〇
令
和
２
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

◎
通
知
カ
ー
ド
等
関
連
事
務
委
任
交

付
金
、
士
別
地
方
消
防
事
務
組
合
負

担
金
、
幌
加
内
高
等
学
校
魅
力
化
支

援
事
業
等
の
増
額
に
よ
り
、
１
７
０

９
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額

46
億
３
６
７
８
万
２
０
０
０
円
と
し

た
。

〇
令
和
２
年
度
幌
加
内
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

◎
傷
病
手
当
金
の
増
額
に
よ
り
、

15
万
円
を
追
加
し
、
総
額
２
億
４

８
１
万
２
０
０
０
円
と
し
た
。

●議会事務局からのお願い●
　議長宛の文書や案内状は、議長公務の日程を調整する必要がありますので、
直接議会事務局へ送付願います。

（送付先）　　〒 074-0492　北海道雨竜郡幌加内町字幌加内 4699 番地
幌加内町議会事務局宛
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〇
「
令
和
元
年
度
決
算
」
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
、
平
成
30
年
度
か
ら
の

繰
越
明
許
費
を
含
め
、「
歳
入
総
額

45
億
７
１
１
万
９
０
０
０
円
」、「
歳

出
総
額
44
億
９
１
８
万
５
０
０
０

円
」。
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
２
年

度
へ
の
繰
越
明
許
費
に
か
か
る
「
一

般
財
源
32
万
５
０
０
０
円
」
を
除
い

た
、「
歳
計
剰
余
金
９
７
６
０
万
９
０

０
０
円
」
を
令
和
２
年
度
会
計
へ
繰

越
処
分
し
た
。

　
当
初
予
算
で
は
歳
入
不
足
を
補
う

た
め
、
基
金
取
り
崩
し
を
２
億
６
０

０
０
万
円
ほ
ど
見
込
ん
で
い
た
が
、

地
方
交
付
税
の
留
保
財
源
や
除
雪
関

係
経
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
財
源
不

足
に
よ
る
取
り
崩
し
額
は
１
６
５
０

万
円
程
度
で
決
算
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、「
歳
入

総
額
１
億
７
４
６
４
万
７
０
０
０

円
」、「
歳
出
総
額
１
億
７
１
５
５
万

円
」。「
歳
計
剰
余
金
３
０
９
万
７
０

０
０
円
」
を
令
和
２
年
度
会
計
へ
繰

越
処
分
し
た
。
令
和
元
年
度
に
お
い

て
は
、
療
養
費
26
・
５
％
の
増
に
対

し
、
療
養
給
付
費
20
・
２
％
、
高
額

療
養
費
29
・
６
％
の
減
と
な
っ
た
。

給
付
費
財
源
と
し
て
国
保
財
政
調
整

基
金
か
ら
繰
入
金
２
３
９
万
１
０
０

０
円
を
措
置
し
て
い
た
が
、
道
補
助

金
の
特
別
交
付
金
が
大
き
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
を
取
り
崩
さ
ず
決

算
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

「
歳
入
総
額
２
９
２
８
万
６
０
０
０

円
」、「
歳
出
総
額
２
９
２
８
万
２
０

０
０
円
」。「
歳
計
剰
余
金
４
０
０
０

円
」
を
令
和
２
年
度
会
計
へ
繰
越
処

分
し
た
。
繰
越
に
つ
い
て
は
、
令
和

元
年
度
の
出
納
整
理
期
間
中
に
納
付

さ
れ
た
保
険
料
を
令
和
２
年
度
会
計

へ
繰
越
し
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
に
対
し
納
付
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
、「
歳
入
総
額

１
億
８
８
５
８
万
７
０
０
０
円
」、

「
歳
出
総
額
１
億
８
２
８
３
万
３
０

０
０
円
」、「
歳
計
剰
余
金
５
７
５
万

４
０
０
０
円
」
を
令
和
２
年
度
会
計

へ
繰
越
処
分
し
た
。
繰
越
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
度
、
介
護
保
険
給
付

費
に
対
し
て
の
国
道
交
付
金
、
支
払

基
金
交
付
金
の
合
わ
せ
て
５
５
６
万

３
０
０
０
円
が
そ
れ
ぞ
れ
実
績
よ
り

多
く
交
付
さ
れ
た
た
め
、
令
和
２
年

度
会
計
で
返
還
す
る
こ
と
と
な
る

が
、
当
初
予
定
を
し
て
い
た
介
護
給

付
準
備
基
金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

は
介
護
実
績
の
減
少
に
伴
い
取
り
崩

さ
ず
決
算
で
き
、
返
還
金
を
除
い
た

19
万
１
０
０
０
円
を
令
和
２
年
度
会

計
に
て
介
護
給
付
準
備
金
に
積
立
て

る
予
定
で
あ
る
。

　

歳
入
・
歳
出
総
額
と
も
に
同
額
で

決
算
し
た
会
計
と
し
て
、
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
「
８
２
６
３
万
７
０

０
０
円
」。
下
水
道
事
業
特
別
会
計

「
７
７
０
７
万
５
０
０
０
円
」。
奨
学

資
金
特
別
会
計
「
１
２
５
万
３
０
０
０

円
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
で
あ
る
。

〇
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に
つ

い
て

　
去
る
５
月
25
日
に
国
の
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
、
徐
々
に
経
済
活

動
も
平
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
が
、
い

ま
だ
収
束
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
国

内
、
あ
る
い
は
北
海
道
に
お
い
て
も

感
染
者
は
微
増
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
宣
言
解
除
後
、
本
町
に
お
い

て
も
翌
26
日
に
対
策
本
部
を
開
催

し
、
公
共
施
設
の
開
放
や
６
月
か
ら

の
学
校
再
開
な
ど
を
取
り
決
め
た
。

　
こ
の
間
、
町
民
の
方
々
に
は
大
変

な
ご
不
便
と
ご
苦
労
を
お
か
け
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
改
め
て
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
次
亜
塩
素
酸

水
や
マ
ス
ク
な
ど
、
心
温
ま
る
ご
寄

贈
を
多
く
の
方
か
ら
賜
り
、
衷
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
次
亜
塩
素
酸
水
の
無
償
配
布
は
３

０
０
世
帯
を
超
え
、
４
日
に
は
町
民

一
人
当
た
り
マ
ス
ク
50
枚
の
配
布
が

終
了
し
た
ほ
か
、
特
別
定
額
給
付
金

に
つ
い
て
は
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
15

日
の
支
給
日
現
在
で
94
・
１
％
の
支

払
が
終
了
し
て
い
る
。

　
経
済
対
策
と
し
て
先
の
臨
時
会
に

お
い
て
５
月
15
日
時
点
の
状
況
を
報

告
し
た
が
、
そ
の
後
の
状
況
と
し

て
、
中
小
企
業
保
証
融
資
申
請
２

件
、
う
ち
融
資
１
件
。
持
続
化
給
付

金
申
請
４
件
、
支
給
０
件
。
休
業
協

力
店
申
請
、
支
給
と
も
に
11
件
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
本
町
経
済
へ

の
影
響
は
続
く
も
の
と
考
え
、
持
続

化
給
付
金
特
別
補
助
対
象
を
５
件
追

加
、
５
月
７
日
以
降
も
引
き
続
き
休

業
要
請
に
協
力
い
た
だ
い
た
協
力

店
、
11
事
業
者
に
対
し
て
20
万
円
の

追
加
予
算
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、

例
年
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ

い
て
、
率
を
20
％
か
ら
30
％
に
引
き

上
げ
、
7
月
か
ら
販
売
す
る
関
係
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

飲
食
・
食
品
ク
ー
ポ
ン
券
で
は
、
６

月
10
日
現
在
で
既
に
20
万
円
の
利
用

が
あ
っ
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
大
い

に
活
用
し
て
も
ら
い
、
コ
ロ
ナ
の
１

日
で
も
早
い
終
息
と
、「
新
し
い
生
活

様
式
」
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
町
民
生

活
と
経
済
活
動
が
平
常
に
戻
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
あ
る
。

６
月
18
日
、
19
日
に
開
催
、
２
名
が
一
般
質
問
、
議
案
21
件
、
同

意
13
件
、
報
告
２
件
、
承
認
３
件
、
発
議
１
件
、
意
見
書
１
件
が

提
出
さ
れ
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

令
和
２
年　
第
２
回
定
例
会（
６
月
18
日・19
日
）

飲食・食品クーポン券

町
長・教
育
長
の
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町 

長 

行 

政 

報 

告
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選

任

繰
越
計
算
書

任

命

〇
「
林
野
火
災
」
に
つ
い
て　

　
新
聞
報
道
に
も
あ
っ
た
と
お
り
、

去
る
５
月
30
日
、
林
野
火
災
が
発
生

し
、
士
別
警
察
署
か
ら
13
時
20
分
に

通
報
が
あ
り
、
消
防
の
出
動
が
あ
っ

た
。

　
出
火
場
所
は
母
子
里
、
旧
Ｊ
Ｒ
深

名
線
白
樺
駅
か
ら
西
側
。
被
害
面
積

は
、
北
海
道
電
力
社
有
地
５
・
29

㏊
、
北
海
道
大
学
雨
竜
研
究
林
１
・

08
㏊
、
幌
加
内
町
有
地
２
・
18
㏊
の

合
わ
せ
て
８
・
55
㏊
の
林
野
を
焼
失

し
た
。
消
火
に
当
た
り
、
消
防
団
員

19
名
、
消
防
職
員
15
名
、
う
ち
士
別

よ
り
3
名
の
応
援
、
車
両
10
台
の
出

動
に
よ
り
、
午
後
５
時
30
分
に
鎮
火

を
し
、
そ
の
後
も
母
子
里
地
区
に
消

防
車
両
２
台
と
、
職
員
２
名
を
警
戒

対
応
の
た
め
翌
日
ま
で
待
機
さ
せ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
職
団
員
を
は
じ
め

関
係
機
関
の
方
々
に
は
長
時
間
・
広

範
囲
に
わ
た
り
消
火
活
動
等
に
あ

た
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
の
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
出
火
原
因
と
し
て
は
時
期
的
に
釣

り
客
や
山
菜
採
り
等
の
出
入
り
が
あ

り
、
た
ば
こ
等
火
の
不
始
末
で
は
な

い
か
と
推
測
し
て
い
る
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
士
別
警
察
署
の
方
で
調
査
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
幸
い

湖
と
道
路
を
挟
ん
で
い
た
こ
と
や
、

消
防
職
団
員
の
懸
命
な
消
火
活
動
に

よ
り
、
そ
の
日
の
う
ち
に
延
焼
を
食

い
止
め
ら
れ
た
が
、
当
日
は
、
風
速

２
ｍ
の
南
風
が
吹
い
て
お
り
、
一
歩

間
違
え
ば
大
規
模
な
林
野
火
災
を
引

き
起
こ
し
、
消
火
活
動
は
困
難
を
極

め
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
関
係
で
、

毎
年
行
っ
て
い
る
「
林
野
火
災
予
消

防
対
策
協
議
会
総
会
」
と
引
き
続
き

行
わ
れ
る
「
林
野
火
災
予
防
パ
レ
ー

ド
」
が
中
止
と
な
っ
た
。

　
こ
の
度
の
火
災
に
よ
り
、
予
消
防

の
啓
蒙
が
極
め
て
大
切
だ
と
感
じ
て

お
り
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
予
消
防
対
策
に
加
え
、
万
が
一

に
備
え
、
消
防
活
動
を
想
定
し
た
初

動
対
策
に
万
全
を
期
す
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

〇
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
」
に
つ
い
て

　
国
の
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
を
受

け
、
本
町
に
お
い
て
も
６
月
１
日
か

ら
各
学
校
を
再
開
し
て
い
る
。
児
童

生
徒
や
教
職
員
の
感
染
リ
ス
ク
を
可

能
な
限
り
低
減
し
つ
つ
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
学
び
の
保
障
を
す
る
為

に
、
い
わ
ゆ
る
「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
踏
ま
え
た
学
校
教
育
活
動
を

始
め
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
学
校
に
お
け
る

「
手
洗
い
」
な
ど
の
励
行
や
登
校
時

に
お
け
る
健
康
状
態
の
把
握
、「
３
つ

の
密
」
を
避
け
る
こ
と
な
ど
の
感
染

リ
ス
ク
低
減
対
策
と
し
て
、
非
接
触

型
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、
非
接
触
型

電
子
温
度
計
な
ど
の
、
必
要
と
す
る

物
品
の
調
達
や
、
小
中
学
校
の
換
気

対
策
と
し
て
、
網
戸
を
設
置
し
て
い

な
い
教
室
な
ど
に
、
新
た
に
網
戸
の

設
置
を
行
う
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る

こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
も
起
こ
り
え
る
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
を
起
因
と

す
る
、
学
校
の
臨
時
休
業
な
ど
の
緊

急
事
態
に
お
い
て
、
子
供
の
学
び
の

保
障
と
教
育
の
機
会
均
等
の
観
点
か

ら
、
国
が
推
し
進
め
て
い
る
「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
を
活
用
し
、

町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
への
「一

人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備
」

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
家
庭
へ
、
臨
時
休
業

時
に
貸
し
出
す
こ
と
を
念
頭
と
し
た

「
可
搬
型
通
信
機
器
の
整
備
」、

遠
隔
授
業
な
ど
を
円
滑
に
行
う
た
め
の

「
学
校
側
の
カ
メ
ラ
等
の
整
備
」
に

も
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

◎
市
川
喜
春
氏
を
委
員
と
し
て
選
任

す
る
案
に
同
意
し
た
。

任
期
→
令
和
２
年
６
月
27
日
か
ら
令

和
５
年
６
月
26
日
ま
で

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

◎
古
林
茂
氏
を
補
欠
委
員
と
し
て
選

任
す
る
こ
と
に
承
認
し
た
。

残
任
期
間
→
令
和
２
年
５
月
19
日
か

ら
令
和
４
年
６
月
26
日
ま
で

〇
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

中
河　
聖
弘　
氏

音
成　
広
樹　
氏

笠
井　
正
展　
氏

髙
山　
勝
行　
氏

古
屋　
伸
幸　
氏

古
林　
一
文　
氏

大
野　
勝
敏　
氏

岩
本　
靖
幸　
氏

横
窪　
敏
明　
氏

中
西　
　
博　
氏

鈴
木　
　
努　
氏

稲
見　
浩
一　
氏

以
上
、
12
名
を
農
業
委
員
会
委
員
と

し
て
任
命
す
る
案
に
同
意
し
た
。

任
期
→
令
和
２
年
７
月
20
日
か
ら
令

和
５
年
７
月
19
日
ま
で

〇
令
和
元
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

◎
道
営
幌
加
内
中
部
地
区
経
営
体
育

成
基
盤
整
備
事
業
、
金
額
３
３
５
０

万
４
０
０
０
円
の
内
、
３
０
７
５
万

円
を
繰
越
し
、
未
収
入
特
定
財
源
と

し
て
分
担
金
２
７
７
２
万
５
０
０
０

円
、
地
方
債
３
０
０
万
円
、
一
般
財

源
２
万
５
０
０
０
円
を
令
和
２
年
度

へ
繰
越
し
た
。

教
育
長
行
政
報
告
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専

決

処

分

条

例

改

正

Ａ Ｑ

◎
道
営
幌
加
内
東
部
地
区
経
営
体
育

成
基
盤
整
備
事
業
、
金
額
４
１
６
万

６
０
０
０
円
の
内
、
３
５
８
万
８
０

０
０
円
を
繰
越
し
、
未
収
入
特
定
財

源
と
し
て
分
担
金
３
２
５
万
円
、
地

方
債
30
万
円
、
一
般
財
源
３
万
８
０

０
０
円
を
令
和
２
年
度
へ
繰
越
し

た
。

◎
道
営
幌
加
内
北
部
地
区
担
い
手
育

成
型
基
盤
整
備
事
業
、
金
額
１
２
０

５
万
１
０
０
０
円
の
内
、
１
８
６
万

４
０
０
０
円
を
繰
越
し
、
未
収
入
特

定
財
源
と
し
て
分
担
金
82
万
２
０
０

０
円
、
道
補
助
金
78
万
円
、
一
般
財

源
26
万
２
０
０
０
円
を
令
和
２
年
度

へ
繰
越
し
た
。

〇
令
和
元
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

◎
主
に
、
総
合
振
興
基
金
及
び
ま
ち

づ
く
り
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
、
ほ
ろ

か
な
い
振
興
公
社
運
営
補
助
金
、
映

写
会
フ
ィ
ル
ム
借
上
料
等
の
事
業
確

定
に
よ
る
不
用
額
の
整
理
や
余
剰
金

の
基
金
積
立
て
、
ま
た
２
月
以
降
の

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
事
業
の
取
り

や
め
な
ど
に
よ
る
補
正
。

質
疑 

中
川
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
関
係
に
つ

い
て
、
歳
出
の
ふ
る
さ
と
納

税
謝
品
及
び
代
行
業
務
委
託
料
に
つ

い
て
は
減
額
補
正
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
収
入
の
使
途
指
定
寄
附

金
で
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は
、

増
額
補
正
を
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
、

こ
う
な
る
の
か
。

答
弁 

副
町
長

歳
出
と
歳
入
の
関
係
に
つ
い

て
、
歳
出
に
つ
い
て
は
金
額

が
足
り
な
い
と
支
出
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
多
め
に
予
算
計
上
を

し
て
い
る
。

　
反
対
に
歳
入
に
つ
い
て
は
、
少
な

め
に
予
算
計
上
を
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
様
な
現
象
と
な
る
。

〇
令
和
元
年
度
幌
加
内
町
奨
学
資
金

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◎
貸
付
金
及
び
返
還
金
の
確
定
に
よ

る
補
正
。

〇
幌
加
内
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
町
民
の
皆
様
に
ご
苦
労
を
頂

い
て
い
る
中
、「
こ
の
困
難
を
一
緒
に

な
っ
て
乗
り
越
え
よ
う
」
と
い
っ
た

思
い
と
、
わ
ず
か
な
が
ら
で
は
あ
る

が
、「
町
長
給
与
の
減
額
分
を
コ
ロ
ナ

対
策
に
要
す
る
一
般
財
源
に
充
当
す

る
。」
と
言
っ
た
観
点
か
ら
、
令
和

２
年
７
月
１
日
か
ら
31
日
分
ま
で
の

給
与
に
１
０
０
分
の
80
を
乗
じ
て
得

た
額
と
す
る
条
例
の
改
正
。

　
な
お
、
副
町
長
及
び
教
育
長
か
ら

も
申
し
出
が
あ
っ
た
が
コ
ロ
ナ
対
策

本
部
長
の
み
の
対
応
と
し
た
。

〇
幌
加
内
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◎
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
に
関
す
る
政
令
や
省
令
が
令

和
２
年
３
月
31
日
及
び
令
和
２
年
４

月
30
日
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

改
正
。

〇
幌
加
内
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
及
び
政
令
が
令
和
３
年
３
月
31

日
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
改

正
。
ま
た
、
幌
加
内
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
措
置
に
対
し
て
、

税
率
、
税
額
の
改
正
。

〇
幌
加
内
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◎
介
護
保
険
法
施
行
令
及
び
介
護
保

険
の
国
庫
負
担
算
定
等
に
関
す
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
に
よ
る

介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
所
得
の
少
な
い
第
１
号
被
保
険

者
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
関
わ
る
令

和
２
年
度
の
保
険
料
率
の
改
正
及
び

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
保
険
料
減
免
に
関
わ
る
規
定

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
改
正
。

〇
幌
加
内
町
在
宅
生
活
・
介
護
予
防

支
援
事
業
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◎
介
護
福
祉
士
の
割
合
の
増
加
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
、
処

遇
体
制
加
算
の
上
位
加
算
の
取
得
。

　
新
た
に
特
定
処
遇
改
善
加
算
が
取

得
で
き
る
事
業
所
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
介
護
報
酬
の
一
割
負
担
と
な

る
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金

の
改
正
及
び
令
和
元
年
10
月
改
正
の

介
護
報
酬
単
価
、
新
単
価
を
用
い
る

こ
と
か
ら
合
わ
せ
て
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
金
に
も
、
新
単
価
を
用

い
た
こ
と
に
よ
る
改
正
。

〇
幌
加
内
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◎
国
に
お
け
る
、
通
称
デ
ジ
タ
ル
手

続
法
の
改
正
に
よ
り
令
和
２
年
５
月

25
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

従
来
の
通
知
カ
ー
ド
の
再
発
行
が
廃

止
と
な
っ
た
た
め
手
数
料
が
削
除
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
改
正
。

＊国民健康保険税試算比較＊
一世帯当たりの負担額 一人当たりの負担額

令和２年度 対前年比 令和２年度 対前年比

医療分 145,607 円 124.63% 81,196 円 125.49%

支援分 36,580 円 125.18% 20,398 円 126.04%

介護分 44,417 円 149.46% 32,568 円 148.89%
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廃

止

条

例

新

規

条

例

計

画

変

更

計

画

策

定

締
　

結

補

正

予

算

Ａ Ｑ

〇
幌
加
内
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◎
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
士
別
地

方
消
防
事
務
組
合
へ
の
移
管
に
伴
い

改
正
。

〇
幌
加
内
町
町
民
プ
ー
ル
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
山
村
広
場
の
横
に
幌
加
内
町
町
民

プ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

改
正
。

〇
幌
加
内
町
地
籍
整
備
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

◎
平
成
23
年
に
制
定
し
、
平
成
27
年

か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
５
年
間
で

Ｊ
Ｒ
敷
地
に
お
け
る
地
籍
の
確
定
測

量
業
務
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
基
金

条
例
を
廃
止
。

　
５
年
間
の
測
量
面
積
等
は
、
下
幌

加
内
か
ら
母
子
里
ま
で
の
区
間
、
実

測
37
・
86
㎞
、
筆
数
３
２
４
筆
、
実

施
面
積
92
万
２
９
４
５
・
77
㎡
、
事

業
費
ト
ー
タ
ル
１
億
３
３
９
７
万
４

０
０
０
円
。
登
記
実
数
は
、
地
籍
更

生
分
・
合
筆
分
３
２
４
筆
、
所
有
権

移
転
分
37
名
、
１
３
２
筆
。
所
有
権

移
転
に
か
か
る
土
地
代
、
登
記
費
用

は
、
土
地
購
入
者
か
ら
の
負
担
金
に

て
対
応
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
被
保

険
者
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
の
特
例
に
関
す
る
条
例

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
に
伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
等
に

お
け
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
措

置
を
講
ず
る
た
め
令
和
２
年
２
月
１

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
よ
る
新
規

制
定
。

〇
幌
加
内
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

町
村
計
画
の
変
更

◎
過
疎
地
域
に
お
け
る
自
立
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
28

年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
５
年

間
の
過
疎
対
策
と
し
て
策
定
さ
れ
て

い
る
市
町
村
計
画
に
、
林
業
生
産
基

盤
整
備
道
開
設
事
業
、
ほ
ろ
み
ん
号

購
入
事
業
、
し
尿
処
理
施
設
整
備
事

業
、
士
別
地
方
消
防
事
務
組
合
負
担

金
事
業
、
幌
加
内
診
療
所
備
品
購
入

事
業
及
び
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
改
修

整
備
事
業
を
追
加
す
る
必
要
が
発
生

し
た
こ
と
に
よ
る
変
更
。

〇
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変

更◎
辺
地
整
備
計
画
特
別
措
置
法
の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
度
か
ら
令

和
４
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
辺
地
対

策
と
し
て
、
朱
鞠
内
辺
地
に
ス
ク
ー

ル
バ
ス
整
備
事
業
を
市
町
村
計
画
に

追
加
す
る
必
要
が
発
生
し
た
こ
と
に

よ
る
変
更
。

〇
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策

定◎
沼
牛
地
区
及
び
政
和
地
区
に
お
い

て
、
新
た
に
令
和
２
年
度
か
ら
令
和

６
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
計
画
と
し

て
、
沼
牛
辺
地
に
下
幌
加
内
線
改
良

舗
装
整
備
事
業
及
び
ス
ク
ー
ル
バ
ス

整
備
。
政
和
辺
地
に
小
型
動
力
ポ
ン

プ
積
載
車
整
備
及
び
ス
ク
ー
ル
バ
ス

整
備
を
登
載
し
計
画
を
策
定
。

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
契
約
の
目
的
→
下
幌
加
内
線
道
路

改
良
工
事

　
契
約
の
金
額
→
５
９
０
５
万
９
０

０
０
円

　
契
約
の
相
手
方
→
幌
加
内
土
建
株

式
会
社

　
工
期
→
令
和
２
年
11
月
20
日
ま
で

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
契
約
の
目
的
→
幌
加
内
町
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分

場
浸
出
水
処
理

施
設
建
築
主
体

工
事

　
契
約
の
金
額
→
１
億
５
４
９
万
円

　
契
約
の
相
手
方
→
三
津
橋
・
橋
本

川
島
経
常
建
設

共
同
企
業
体

　
工
期
→
令
和
３
年
11
月
30
日
ま
で

〇
令
和
２
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経

済
対
策
補
助
金
、
地
域
密
着
型
通
所

介
護
事
業
協
力
金
、
外
国
人
介
護
福

祉
人
材
育
成
支
援
協
議
会
負
担
金
、

社
会
福
祉
法
人
等
減
免
補
助
金
、
未

熟
児
養
育
医
療
費
、
ゴ
ミ
集
積
所
設

置
費
助
成
金
、
商
工
業
振
興
奨
励
補

助
金
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
運
用
保

守
業
務
委
託
料
等
の
増
額
に
よ
り
、

４
９
６
８
万
８
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
46
億
８
６
４
７
万
円
と
し

た
。

質
疑　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
議
員

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
の

消
毒
液
に
つ
い
て
、
報
道
に

よ
る
と
次
亜
塩
素
酸
水
に
つ
い
て
は

厚
労
省
で
は
「
あ
ま
り
効
果
が
な
い

の
で
は
な
い
か
。」
と
の
見
解
が
出

て
い
る
。
あ
る
識
者
か
ら
は
「
そ
ん

な
こ
と
は
な
い
。」
と
の
見
解
も
出

て
い
る
。

　
基
本
的
に
消
毒
液
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
次
亜
塩
素
酸

水
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、
町
民
の
中
に
は
、
少
し
混

乱
が
お
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　
ど
う
い
っ
た
見
解
で
消
毒
液
を
使
用

し
て
い
く
の
か
、
改
め
て
伺
い
た
い
。

答
弁 

 
 

　
町
長

今
回
の
補
正
予
算
時
に
は
、

次
亜
塩
素
酸
水
の
効
果
に
つ

い
て
は
ま
だ
報
道
が
出
さ
れ
る
前
で

あ
り
購
入
す
る
予
定
と
し
て
い
た
。

　

現
在
の
報
道
で
は
、
噴
霧
の
方
で

は
、「
あ
ま
り
効
果
が
な
い
の
で
は
な

い
か
。」
し
か
し
、「
機
械
器
具
等
の

消
毒
に
つ
い
て
は
、一定
の
効
果
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。」
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
報
道
内
容
が
あ
り
錯
綜
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
購
入
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
れ
ら
を
検
証
し
な
が
ら
取

り
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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発
　

議

意

見

書

Ａ Ｑ 質
疑　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
議
員

ア
ル
コ
ー
ル
系
の
消
毒
の
方

が
効
果
的
で
、
よ
り
確
か
だ

と
思
わ
れ
る
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
系
に
関
し
て
の
入
手

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
可
能
で

あ
れ
ば
、
そ
ち
ら
に
し
た
方
が
よ
り

安
心
し
て
使
用
し
て
も
ら
え
る
と
思

う
が
。

答
弁 

 
 

副
町
長

確
実
に
消
毒
で
き
る
も
の
は

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
で
あ
る

と
、
認
識
を
し
て
い
る
。
最
近
、

や
っ
と
発
注
で
き
る
程
度
ま
で
に

な
っ
て
き
た
。
以
前
は
品
物
が
な
い

こ
と
も
あ
り
、
比
較
的
購
入
し
や
す

い
次
亜
塩
素
酸
水
で
対
応
を
し
て
き

た
。
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
に
つ
い
て

は
、
納
品
も
あ
る
程
度
見
え
て
き
た

部
分
も
あ
り
要
望
全
て
で
は
な
い

が
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
今
後
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
次
亜
塩
素
酸
水
の
効
果
に
つ

い
て
は
、
再
度
、
国
の
方
で
も
検
討

す
る
よ
う
な
情
報
が
あ
る
事
か
ら
、

そ
れ
ら
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

〇
幌
加
内
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◎
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
、
一

般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
及
び
基
金

積
立
金
等
の
増
額
に
よ
り
、
１
０
９

５
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額

２
億
１
５
７
７
万
円
と
し
た
。

〇
令
和
２
年
度
幌
加
内
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

◎
保
険
料
等
負
担
金
の
増
額
に
よ

り
、
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額

３
０
３
８
万
６
０
０
０
円
を
追
加
し

た
。

〇
令
和
２
年
度
幌
加
内
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◎
基
金
積
立
金
介
護
給
付
費
準
備
基

金
、
補
助
金
等
返
還
金
等
の
増
額
に

よ
り
、
５
７
５
万
３
０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
１
億
９
２
１
３
万
６
０

０
０
円
と
し
た
。

〇
令
和
２
年
度
幌
加
内
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

◎
消
費
税
の
増
額
に
よ
り
、
53
万
２

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
７
０
５

２
万
２
０
０
０
円
と
し
た
。

〇
令
和
２
年
度
幌
加
内
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◎
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
工
事
の
増

額
に
よ
り
、
１
３
４
７
万
５
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
８
５
０
９
万
１

０
０
０
円
と
し
た
。

〇
幌
加
内
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
町
民
の
健
康
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、
特
に
医
療
機
関
や
介
護
施

設
の
関
係
者
に
役
立
た
て
た
い
思
い

か
ら
、
医
療
や
介
護
に
た
ず
さ
わ
る

方
々
へ
の
経
費
に
充
て
る
た
め
、
令

和
２
年
７
月
１
日
か
ら
31
日
分
ま
で

の
報
酬
に
１
０
０
分
の
80
を
乗
じ
て

得
た
額
と
す
る
条
例
改
正
を
承
認
し

た
。

〇
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
の
申
し

出◎
議
会
運
営
員
会
及
び
総
務
厚
生
常

任
委
員
会
、
産
建
文
教
常
任
委
員
会

か
ら
の
申
し
出
を
協
議
の
結
果
、
許

可
し
た
。

〇
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
た
政
策
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
案
を
承
認
し
た
。

今後、検討していくアル
コール系の消毒（写真参考）

現在町で使用している
次亜塩素酸水（写真参考）

2020.923
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見ることができます！
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中川議員

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
特
別
定
額

給
付
金
に
つ
い
て

98
％
の
申
請
受
付
を

終
了
し
て
い
る

ＱＡ

Ａ

Ｑ

Ａ

特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

は
、
現
在
94
・
１
％
ほ
ど
の

給
付
率
に
な
っ
て
い
る
と
の
行
政
報

告
で
あ
っ
た
。

　
先
の
新
聞
報
道
に
も
あ
る
が
、
需

給
の
意
志
が
あ
る
、
あ
る
い
は
需
給

が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
も
こ
の
給
付

金
は
申
請
主
義
な
の
で
申
請
が
な
け

れ
ば
本
人
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
に

な
る
。

　
例
え
ば
独
居
の
方
で
介
護
施
設
や

病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
方
な

ど
、
意
思
表
示
が
大
変
な
方
も
い
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
方
々
の

対
処
の
方
法
な
ど
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
。
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町
長

特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
に

つ
い
て
は
、
５
月
12
日
に
給

付
対
象
と
な
る
各
世
帯
へ
周
知
及

び
、
申
請
書
の
発
送
、
翌
13
日
か
ら

申
請
受
付
を
開
始
し
た
。
給
付
金
の

支
払
い
に
つ
い
て
は
、
５
月
25
日
を

初
回
（
１
回
目
）
と
し
、
６
月
15
日

ま
で
３
回
の
支
出
を
行
い
、
支
払
い

済
み
94
・
１
％
。
６
月
17
日
ま
で

の
申
請
受
付
件
数
７
３
０
世
帯
、

98
％
。
人
口
１
，
３
６
１
人
分
の

96
・
８
％
の
受
付
を
終
了
し
て
い

る
。

　
申
請
方
法
別
で
は
、
郵
便
申
請
３

５
４
件
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
2
件

（
役
場
、
朱
鞠
内
支
所
含
む
）、
窓

口
申
請
３
５
７
件
、
職
員
が
出
向
い

た
臨
時
窓
口
申
請
17
件
。

　
「
受
給
の
意
思
が
あ
り
な
が
ら
未

申
請
と
な
っ
て
い
る
例
は
な
い
か
」

に
つ
い
て
は
、
町
か
ら
の
申
請
書
の

送
付
に
あ
た
り
、
あ
て
先
不
明
で
返

却
さ
れ
た
郵
便
は
１
件
も
な
く
、
何

ら
か
の
理
由
で
住
所
登
録
地
以
外
に

在
住
さ
れ
て
い
る
給
付
対
象
者
に
つ

い
て
も
、
本
町
か
ら
の
特
別
定
額
給

付
金
の
お
知
ら
せ
及
び
申
請
書
は
す

べ
て
の
世
帯
に
届
い
て
い
る
も
の
と

判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、
質
問
の
例

の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
も

現
在
の
と
こ
ろ
は
１
件
も
な
い
。
現

在
の
未
申
請
は
24
世
帯
を
残
す
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
今
後
に
お
い
て
は
、
申
請
さ
れ
て

い
な
い
方
々
と
連
絡
を
取
り
、
申
請

手
続
き
を
促
す
。

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
、
６
月
１
日
か
ら
学
校

が
再
開
し
て
い
る
。
長
期
の
休
校
に

よ
る
学
習
の
遅
れ
と
格
差
の
拡
大
、

あ
る
い
は
不
安
と
ス
ト
レ
ス
は
深
刻

に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
か
ら

子
供
と
教
職
員
を
い
か
に
守
っ
て
い

く
か
も
、
今
後
、
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
例
年
ど

お
り
授
業
を
再
開
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
土
曜
授
業
や
夏
休
み
、
ま
た
、

学
校
行
事
の
大
幅
削
減
、
７
時
間
授

業
な
ど
授
業
を
詰
め
込
む
こ
と
に
な

り
、
そ
う
し
た
や
り
方
で
は
子
供
た

ち
に
新
た
な
ス
ト
レ
ス
を
も
た
ら

し
、
学
力
格
差
を
更
に
広
げ
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な
い
。
子
供
た
ち
を

ゆ
っ
た
り
と
受
け
止
め
な
が
ら
学
び

と
共
に
、
人
間
関
係
の
形
成
や
遊

び
、
休
息
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
保
証
す

る
柔
軟
な
教
育
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

る
。

　
今
後
の
授
業
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
基
本
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
感
染
症
対
策
と
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
処
置
は
と
っ
て
い

る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
毎
日
の
消

毒
、
清
掃
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、

今
ま
で
に
な
い
多
く
の
業
務
が
生
じ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
特
に
教
員

が
子
供
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を

ゆ
っ
た
り
と
と
る
た
め
に
教
育
活
動

に
専
念
で
き
る
よ
う
に
、
場
合
に

よ
っ
て
は
そ
れ
ら
の
業
務
の
担
う
職

員
の
補
充
な
ど
も
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
ど
う
な
の
か
。
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教
育
長

６
月
１
日
か
ら
町
内
の
学

校
が
再
開
し
て
い
る
が
、

子
供
た
ち
は
、
長
期
間
学
校
生
活
か

ら
離
れ
て
い
る
事
や
、
進
級
や
進
学

に
伴
う
教
育
環
境
の
変
化
な
ど
、

様
々
な
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
る
児
童
生
徒
が
多
い
こ
と
を
懸
念

し
て
い
る
。
各
学
校
で
は
こ
れ
ま
で

学
校
再
開
に
関
連
し

て各
学
年
の
状
況
に
応

じ
た
授
業
内
容
を
計

画
し
、
安
易
に
授
業

時
数
の
確
保
を
目
的

と
し
な
い

ＱＡ
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以
上
に
、
児
童
生
徒
の
健
康
状
態
を

観
察
す
る
事
や
、
児
童
生
徒
及
び
教

職
員
の
感
染
リ
ス
ク
低
減
の
為
「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
踏
ま
え
た
学
校

教
育
活
動
を
進
め
る
な
ど
の
指
導
を

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
行
事
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
は
、
体
育
的
行
事
に

つ
い
て
は
児
童
生
徒
が
密
着
す
る
種

目
等
、
見
直
し
を
含
め
た
検
討
を
。

　
文
化
的
行
事
に
つ
い
て
は
児
童
生

徒
の
「
接
触
」「
密
着
」「
近
距
離
で
の

活
動
」「
向
か
い
合
っ
て
の
発
声
」
等

を
避
け
た
内
容
へ
見
直
し
を
含
め
検

討
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
現
在
、

学
習
時
間
の
確
保
に
つ
い
て
、
各
学

校
で
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
夏
休
み

の
削
減
な
ど
は
、
必
要
最
低
限
に
留

め
る
よ
う
校
長
会
で
確
認
し
て
お

り
、
小
学
校
で
５
日
間
程
度
、
中
学

校
で
７
日
間
程
度
に
て
、
最
終
調
整

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
土
曜
日
授

業
に
つ
い
て
は
検
討
か
ら
除
外
し
て

い
る
。

　
各
教
科
等
の
学
習
指
導
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
は
学
校
再
開
に
あ
た
り
児

童
生
徒
が
、
円
滑
に
学
校
生
活
に
適

応
で
き
る
よ
う
、
時
間
割
や
授
業
の

進
め
方
の
工
夫
を
求
め
て
い
る
。
各

学
校
そ
れ
ぞ
れ
、
児
童
生
徒
の
発
達

の
段
階
を
十
分
に
踏
ま
え
た
時
間
割

の
設
定
や
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
内
容

の
定
着
状
況
を
把
握
し
、
学
習
指
導

計
画
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
の
指
導

を
し
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
安
易
に

授
業
時
数
の
確
保
を
目
的
と
す
る
事

な
く
、
各
学
年
の
状
況
に
応
じ
た
授

業
内
容
を
計
画
し
、
実
行
す
る
よ
う

指
導
や
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
感
染
症
対
策
に
よ
る
教
職
員
の
負

担
増
加
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
の
教

職
員
に
お
い
て
児
童
生
徒
の
感
染
症

リ
ス
ク
低
減
の
た
め
、
今
ま
で
以
上

の
学
校
衛
生
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
今
ま
で
に
無
い
未
知
の
体
験
で

あ
り
、
教
職
員
の
方
々
に
は
、
長
期

学
校
休
業
中
の
子
供
た
ち
の
支
援
、

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
学
校
再
開
と

多
く
の
負
担
を
お
願
い
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
大
変
な
時
だ
か
ら
こ

そ
、
各
学
校
と
教
育
委
員
会
が
知
恵

を
出
し
合
い
、
子
供
た
ち
の
学
習
の

保
障
を
共
に
協
力
し
て
進
め
て
行
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
各
学
校

か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た
、
物
品
や

備
品
の
整
備
を
図
り
、
教
職
員
に
は

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
踏
ま
え
た

学
校
教
育
活
動
に
専
念
で
き
る
様
、

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、

景
気
の
低
迷
、
後
退
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
個
人
業
者

の
後
退
が
深
刻
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
元
々
、
昨
年
10
月
の
消
費
税
増
税

が
原
因
で
あ
り
、
そ
れ
と
今
回
の
コ

ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
が
拍
車
を
か
け
た
格

好
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
為
、
最
近

で
は
「
暮
ら
し
の
応
援
」
の
立
場
か

ら
水
道
料
の
減
免
な
ど
に
取
組
む
自

治
体
も
出
て
き
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
上
下
水
道
料

は
、
こ
の
４
月
か
ら
消
費
税
率
の
引

上
げ
に
伴
い
料
金
の
改
定
が
さ
れ
て

い
る
が
、
ご
み
処
理
料
金
な
ど
に
つ

い
て
は
影
響
力
が
大
き
い
と
し
て
今

年
10
月
か
ら
の
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

　
「
暮
ら
し
の
応
援
」
の
立
場
か
ら

10
月
か
ら
予
定
を
し
て
い
る
公
共
料

金
の
値
上
げ
に
つ
い
て
、
当
分
は
凍

結
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

が
、
い
か
が
か
。
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町
長

公
共
料
金
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
使
用

料
・
手
数
料
の
一
部
を
改
正
し
、
上

下
水
道
料
金
な
ど
公
共
料
金
の
値
上

げ
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
昨

年
10
月
か
ら
の
消
費
税
率
10
％
へ
の

引
き
上
げ
に
よ
り
対
応
す
る
。
あ
る

い
は
周
知
期
間
等
を
含
め
て
４
月
か

ら
と
し
た
。

　
改
正
と
す
る
公
共
料
金
の
う
ち
、

ご
み
処
理
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
町

民
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
の
判
断
か

ら
周
知
期
間
の
範
囲
も
勘
案
し
、
値

上
げ
の
実
施
を
他
の
公
共
料
金
の
施

行
日
か
ら
６
カ
月
遅
れ
の
令
和
２
年

10
月
１
日
と
し
た
。

　
ご
み
処
理
手
数
料
の
改
正
後
の
料

金
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
率
の
改
正

に
加
え
、
ご
み
袋
等
の
仕
入
れ
値
・

施
設
を
運
営
す
る
光
熱
費
・
委
託
料

な
ど
の
上
昇
に
よ
る
施
設
運
営
費
の

増
額
が
重
な
り
、
本
来
だ
と
随
時
改

定
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
平

成
19
年
度
の
焼
却
施
設
供
用
開
始
時

の
料
金
設
定
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
今
回
の
改
定
で
は
、
１
世
帯

あ
た
り
の
年
間
負
担
額
は
平
均
１
０

８
６
円
の
増
額
と
な
る
試
算
を
し
て

い
る
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
「
暮
ら
し

の
応
援
」
と
し
て
、
国
に
お
け
る
緊

急
経
済
対
策
の
ほ
か
、
本
町
の
単
独

事
業
と
し
て
も
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
20
％
か
ら
30
％
に
ア
ッ
プ
す

る
ほ
か
、
ク
ー
ポ
ン
券
等
の
発
行
も

行
っ
て
い
る
。

　
ご
み
処
理
料
金
に
つ
い
て
は
他
の

自
治
体
で
も
例
が
あ
り
検
討
し
た

が
、「
暮
ら
し
の
応
援
」
な
ど
を
活
用

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ご
み
処
理
料

金
に
つ
い
て
は
予
定
通
り
料
金
改
正

を
実
施
し
た
い
。

公
共
料
金
の
10
月
値

上
げ
の
凍
結
に
つ
い

て「暮
ら
し
の
応
援
」

な
ど
を
活
用
し
て
も

ら
い
予
定
通
り
料
金

改
正
を
実
施
し
た
い

ＱＡ
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消
防
事
務
組
合
移
管

に
つ
い
て

移
管
後
も
救
急
及
び

災
害
等
の
対
応
に
つ

い
て
は
特
に
問
題
が

な
い
と
考
え
て
い
る

Ａ

蔵前議員

Ｑ ＱＡ
今
年
の
４
月
１
日
よ
り
深
川

地
区
消
防
組
合
か
ら
士
別
地

区
消
防
事
務
組
合
へ
移
管
し
た
が
、

移
管
後
に
現
場
で
の
問
題
点
は
全
く

な
い
の
か
。

　
南
北
に
長
い
地
域
性
も
あ
り
、
特

に
救
急
に
お
い
て
は
不
安
を
抱
え
て

い
る
住
民
の
方
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
先
日
の
母
子
里
地
区
で
の
林
野

火
災
の
際
に
士
別
地
区
消
防
事
務
組

合
か
ら
タ
ン
ク
車
や
人
員
等
の
サ

ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
。

　
幌
加
内
消
防
に
お
い
て
、
消
防
、

救
急
等
の
部
分
で
移
管
前
と
変
わ
り

な
く
住
民
に
対
し
て
の
安
心
・
安
全

が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。
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町
長

本
年
４
月
１
日
よ
り
幌
加
内

町
の
消
防
に
つ
い
て
は
、
深

川
地
区
消
防
組
合
か
ら
士
別
地
方
消

防
事
務
組
合
に
移
管
を
し
た
。

　
行
政
区
が
空
知
か
ら
上
川
へ
移
管

し
、
ち
ょ
う
ど
10
年
が
経
ち
各
関
係

機
関
の
理
解
の
も
と
、
よ
う
や
く
移

管
が
さ
れ
た
。
移
管
後
も
救
急
及
び

災
害
等
の
対
応
に
つ
い
て
は
従
来
通

り
の
活
動
を
継
続
し
て
お
り
特
に
問

題
点
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
南
北
に
長
い
本
町
の
地
域
特
性
に

つ
い
て
は
、
空
知
所
管
時
代
も
上
川

移
管
後
も
何
ら
変
わ
り
な
く
幌
加
内

消
防
の
対
応
を
基
本
と
し
、
救
急
も

含
め
、
火
災
状
況
や
災
害
規
模
に
よ

り
士
別
消
防
署
を
は
じ
め
、
全
道
の

隣
接
消
防
組
合
と
の
相
互
応
援
協
力

体
制
を
締
結
し
構
築
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

母
子
里
地
区
で
の
林
野
火
災
で

は
、
大
量
の
消
火
用
水
が
必
要
で
あ

り
士
別
消
防
署
よ
り
大
型
水
槽
車
１

台
・
人
員
３
名
の
迅
速
な
応
援
出
動

が
あ
り
消
火
活
動
に
あ
た
っ
た
。
こ

の
火
災
通
報
は
、
発
見
者
の
方
が
消

防
で
は
な
く
、
士
別
警
察
署
に
連
絡

を
し
、
士
別
警
察
署
か
ら
本
町
消
防

に
一
報
が
入
っ
た
。

　
ひ
と
つ
の
例
で
は
あ
る
が
、
消
防

行
政
と
警
察
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

メ
リ
ッ
ト
は
、
今
後
も
町
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
意
味
合
い
か
ら
も
大

変
大
き
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
消
防
行
政
に
あ
た
り
、
今
後
も
迅

速
な
対
応
・
応
援
体
制
の
構
築
等
、

移
管
の
メ
リ
ッ
ト
向
上
に
努
め
、
町

民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

★　議会を傍聴してみませんか　★
　定例会は３月・６月・９月・12月の年４回開催されます。傍聴の手続きは簡単、
受付簿に「住所」「氏名」を書いていただければ結構です。
　予算審査特別委員会は年 1回開催されます。

・第 １ 回 定 例 会　３月中旬
・予算審査特別委員会　３月中旬
・第 ２ 回 定 例 会　６月中旬～下旬
・第 ３ 回 定 例 会　９月中旬
・第 ４ 回 定 例 会　12月中旬～下旬

議

会

の

開
催
時
期

議会事務局／公民館３階　☎ 0165-35-2121（内線373）

2020.9 26

一
般
質
問



４月
17日　士別地方消防事務組合新庁舎開庁式
　　　（士別市）

５月
１日　議員協議会
　　　第２回臨時会
７日　広報特別委員会
18日　議員協議会
　　　第３回臨時会
22日　朱鞠内湖湖水開き（朱鞠内）
29日　広報特別委員会
31日　よるべさ定期総会（朱鞠内）

６月
５日　議員協議会
11日　産建文教常任委員会
　　　議会運営委員会
18日～ 19日
　　　第２回定例会
23日　土地改良推進協議会
※４月・５月・６月については、“新型コロナウイ
ルスによる感染防止”のため会議や各種行事が
「中止」又は「延期」と自粛されていることから
出席が少なくなっています。

議会日誌 ４～６月

2020.927

　
観
光
協
会
の
古
屋
で
す
。

　
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
世
界
的
な
流
行
に
よ

り
、
私
た
ち
の
生
活
は
劇
的

な
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
三
密
を
避
け
る
行
動

ス
タ
イ
ル
は
、
観
光
業
界
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
、
宿
泊
施
設
な
ど
、
屋

内
が
メ
イ
ン
と
な
る
施
設
で

の
利
用
は
減
少
し
て
お
り
、

ま
た
受
入
れ
時
も
人
数
制
限

を
設
け
る
な
ど
の
対
応
に
追

わ
れ
る
な
ど
苦
し
い
状
況
で

す
。

　
一
方
で
屋
外
が
メ
イ
ン
と

な
る
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
利

用
者
は
増
加
し
て
お
り
ま
す

が
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
し
な

が
ら
、
多
く
の
利
用
者
の
対

応
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
が
打
ち
出
す
誘
客
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、
感
染
者
数
が

刻
一
刻
と
変
わ
る
状
況
に
影

響
さ
れ
、
混
乱
を
き
た
し
明

確
な
方
向
性
が
見
え
て
き
て

い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
の
先
も
ウ
イ
ル
ス
を
意
識

し
た
生
活
が
続
く
で
あ
ろ
う

中
で
、
従
来
通
り
の
形
で
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
催
行
す
る
の

も
今
後
は
難
し
く
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
幌
加
内
町
に

合
っ
た
観
光
客
の
受
入
れ
や

誘
客
の
方
法
に
つ
い
て
再
度

検
討
を
重
ね
、
三
密
を
避
け

た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
施
設

の
整
備
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
る
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
は
じ
め
関
係

各
位
の
方
々
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

古
屋
　
大
輔
さ
ん

幌
加
内
町
観
光
協
会

わ
た
し
の
一
言



役場裏に
エゾリスが遊びに

きました。

マスクのご寄付ありがとうございました

2020-9　№ 777　令和２年9月号 （9月１日　発行）

広報ほろかない９月号
2020 SEPTEMBER № 777

（7 月末現在）

世帯数 757世帯
（前月比＋3）

人　口 1,413人
（前月比＋3）

　　男 702人
　女 711人

●
ひ
と
の
う
ご
き
●

ひ
と
の
う
ご
き

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

◆
社
会
福
祉
協
議
会
に
◆

　
７
月
27
日　
大
平　
マ
サ
ヱ　
様

（
夫
、
賢
治
様
の
葬
儀
に
際
し
て
）

　町社会福祉協議会（会長：井上憲明）が、６月15日
から６月30日まで、「必要なところにマスクを届けよう
プロジェクト」を実施し、社会福祉協議会窓口や役場内、
商工会窓口など計５箇所に回収ボックスを設置し、計
324枚のマスクのご寄付がありました。
　ご寄付のありましたマスクは、町内福祉施設や介護施
設に配布させていただき、有効に使用させていただいて
おります。マスクをご寄付いただき誠にありがとうござ
いました。

　新型コロナウィルスの影響により、各地域において敬老会を中止されるところ
が多くあり、直接お祝いを申し上げることができませんので、広報紙面にてお祝
い申し上げます。
　まずもってご長寿で敬老の日を迎えられました敬老者の皆様に心よりお慶び申
し上げますとともに、今日まで、歴史の波に立ち向かい、本町の振興発展にお力
添えをいただいたことに 衷心より感謝と敬老の誠を捧げます。

　今年は楽しみにしておりました「東京オリンピック」の延期や、国内外を含め 町内においても、あらゆ
るイベントが中止となり大変寂しい年になりました。
　有効なワクチン開発ができるまでは「新しい生活様式」として感染防止のため「３密」の徹底など、ウィ
ズコロナがしばらく続くものと思われます。
　明るい話題は少ない年になるかもしれませんが、皆さん方には今まで培ってきた豊富な経験をもとに、
それぞれが人生を大いに楽しむ知恵と工夫をお持ちだと確信しております。

　どうか皆さんには、引き続きコロナ対策を万全にご自愛していただき、いつまでもお元気で、来年こそ
は敬老会でご一緒に楽しくご歓談できますことをご祈念申し上げ お祝いメッセージとさせていただきます。

令和２年９月吉日
幌加内町長　細　川　雅　弘　

敬老の日お祝いメッセージ

道の駅クーポン

※クーポンは切り取り、ご提示願います。

扌

扌

他スタンプＤay及び割引、
サービスとの併用不可

2020年10月末迄、何度でも利用可

せいわ温泉
ルオント入浴料

スタンプ２倍

大人100円引き
小人 50円引き
さらに！！


